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第拾号 
平成２７年３月１３日発行 

青壮年部女性部広報 

題字：大内翠峰 

刈
り
、
大
本
山
妙
心
寺
団
体
参
拝
、
東
日

本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援
・
慰
霊
・
樹

木
葬
研
修
、
女
性
部
研
修
、
広
報
誌
発 

行
、
御
詠
歌
活
動
等
々
、
本
当
に
数
え
き

れ
な
い
程
多
種
多
様
な
活
動
に
、
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
、
住
職
冥
利
に
尽

き
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
共
「
み
ん
な
で
支
え
、
学
び
合 

い
、
活
動
す
る
、
み
ん
な
の
お
寺
」
の
体

現
に
向
け
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
参
り

た
く
存
じ
ま
す
。 

約
二
千
五
百
年
の
長
き
に
亘
り
、
人
類

が
守
り
伝
え
て
き
た
佛
教
の
普
遍
的
な

尊
い
教
え
が
、
今
を
懸
命
に
生
き
る
今
日

の
人
々
の
暮
ら
し
を
、
根
底
か
ら
支
え
る

拠
り
所
と
な
り
、
人
生
の
道
標
と
な
り
ま

す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
一

人
で
も
多
く
の
方
々
に
開
か
れ
た
お
寺

づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
後
共
相
変
わ
り
ま
せ
ず
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌 

 

花
園
会
青
壮
年
部
女
性
部
発
足 

五
年
目
を
迎
え
て 

 
 

禪
興
寺 

住
職 

梅
澤 

徹
玄 

 

平
素
は
青
壮
年
部
女
性
部
活
動
に 

ご
協
力
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
当
会
活
動
も

本
年
七
月
七
日
を
も
ち
ま
し
て
発
足
以

来
丸
五
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
も
偏
に
会
員
・
総
代
・
檀
信
徒
・

各
行
事
一
般
参
加
者
始
め
、
当
会
報
読
者

の
方
々
、
そ
の
他
有
縁
無
縁
の
皆
様
の
ご

協
力
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
存
じ
ま

す
。
取
り
分
け
、
率
先
垂
範
、
骨
身
を
惜

し
ま
ず
、
陰
に
な
り
日
向
に
な
り
、
親
身

に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
執
行
部
の
皆

様
に
は
、
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。 

住
職
就
任
以
来
漸
く
七
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
檀
信
徒
、

一
般
の
方
々
が
、
日
常
的
に
様
々
な
宗
教

行
事
〔
三
仏
忌
＝
降
誕
会
・
成
道
会
・
涅

槃
会
、
施
餓
鬼
会
、
写
経
、
法
話
会
〕
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
各
行
事
前
の
境
内
清
掃
、

会
場
準
備
、
運
営
、
進
行
、
後
片
付
け
、

年
三
度
の
墓
地
清
掃
（
春
秋
彼
岸
、
盆
）、

境
内
墓
地
地
区
当
番
制
の
年
二
回
の
草 

明治４２年、私たちのご先祖様が寄進された涅槃図を背景に記念撮影 
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お釈迦様が悟りを開いた日を祝す大般若祈祷・厄除けの大音声が響く本堂 

成
道
会
大
般
若
祈
祷
に
参
加
し
て 

 

反
町
下 

平 

愛
子 

師
走
十
二
月
六
日
（
土
）
に
禪
興
寺
本

堂
に
於
い
て
三
仏
忌
（
降
誕
会
・
成
道

会
・
涅
槃
会
）
の
一
つ
で
あ
る
成
道
会
大

般
若
祈
祷
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
最
後
の
大
行
事
で
あ
り
ま
す
成
道

会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。 

お
釈
迦
様
が
、
お
悟
り
を
開
か
れ
た
お

祝
い
の
、
法
要
で
す
。
法
要
前
に
坐
禅
を

組
み
、
花
園
流
無
相
協
会
吉
田
支
部
の
皆

さ
ん
と
御
詠
歌
奉
詠
を
致
し
ま
し
た
。 

大
般
若
祈
祷
は
、
御
僧
侶
方
十
数
名
で

「
降
伏
一
切
大
魔
最
勝
成
就
」
と
大
声
で

唱
え
な
が
ら
大
般
若
経
の
、
経
本
を
両
手

で
大
き
く
広
げ
上
下
左
右
に
パ
ラ
パ
ラ

と
、
六
百
巻
を
転
読
す
る
迫
力
に
感
動
い

た
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
総
代
若
生
さ
ん
の
鐘
の
音
に

合
わ
せ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏
を

唱
え
大
数
珠
を
回
し
出
席
さ
れ
た
総
代

の
方
々
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
と
読
経
焼
香

祈
祷
を
し
、
今
年
一
年
の
厄
払
い
と
新
年

の
家
内
安
全
幸
多
か
れ
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
り
な
が
ら
盛
大
に
行
わ
れ
、
伊
藤
総

代
長
の
閉
会
の
言
葉
で
、
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

今
後
と
も
諸
行
事
に
参
加
致
し
た
く
感

じ
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
場
設
営
に
早

朝
よ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
総

代
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

御詠歌と鈴の音色 

お経に合わせ全員でお念仏を唱え、大数珠回し 
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形のある 

お墓はありません 

樹木の周辺に埋葬します。 

誰でも申し込めます。 

宗教・宗派 

関係なし 

費用は一括 

 ３５万円のみ  

 

七ツ森の♪風になって～♪ 

「余生を自然とふれあい、死後は自然に

帰りたい」「子孫に墓の面倒をかけたくな

い」「形ある墓は残したくない」と考える

人々も増えてきました。 

四季折々の 

花や野草、鳥のさえずりの中で 

大地に眠りたい。 

詳しくは 
禪興寺ホームページ 

又は住職まで 
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日 期日 行        程 食事 

1 
６/３ 

（金） 

禪興寺
6：15 発

 ＝＝ 仙台空港
7:15 着 8:05 発

  伊丹空港
9：30 着 10：00 発

 ＝＝ 『大本山 妙心寺 団体参拝』
10：00 着     13：30 発

 

 

 ＝＝ 臨済宗大本山 大徳寺 特別拝観
13:50 着     15:30 発

 ＝＝ 真言宗御室派本山 仁和寺 御室会館
16:00 着       18:00 発

 

 

 ＝＝ 妙心寺御用達 精進料理『阿じろ』（夕食）
18:30 着

 ＝＝ 仁和寺 御室会館（泊） 

朝：× 

昼：○ 

夕：○ 

2 
６/４ 

（土） 

仁和寺
6：00 発

 …… 朝食
7:30 発

 …… 御室会館出発
9:00 発

 ＝＝ 大原三千院参拝
9:45 着

 …… 昼食「京美茶屋」湯葉づくし
13:00 発

 

 

＝＝ 天台宗寺門派・岩倉門跡 実相院
13：30 着      14：30 発

 ＝＝ 清水・二年坂にてお買い物
15：00 着   17：00 発

 ＝＝ ホテル（チェックイン）
17:20 着

 

 

 …… 夕食（川の流れる 忍庵 北店） …… ホテル（泊） 

朝：○ 

昼：○ 

夕：○ 

3 
６/５ 

（日） 

ホテル
8：15 発

 ＝＝ 宝塚歌劇観劇
10:30 着 15:30 発

 ＝＝ 伊丹空港
16:00 着 17:05 発

  仙台空港
18:15 着 18:30 発

＝＝ 禪興寺
19:30 着

 

          昼食（お弁当）      夕食：各自 

朝：○ 

昼：○ 

夕：× 

日  時 平成 28年6月 3日（金）～ 5日（日）2泊3日 

内  容 妙心寺参拝法要、京都近辺各寺院参拝、宝塚観劇 

費  用 お一人様、約12万円前後（予定）＊申込金を含む 

申し込み 申込金 1 万円を添えて【参加申込書】を各地区総代宛て、

締 切 り 平成 27年 5月 17日（日）必着にてお申し込みください。 

今般一般観光旅行では味わうことの出来ない、日本を代表する寺院

の奥儀（非公開）に触れる特別拝観旅行を企画しました。 

見所は妙心寺の拝観をはじめ一休禅師・千利休由縁の禅宗の名刹大

本山大徳寺、真言宗大本山仁和寺宿坊宿泊、京都大原三千院、そのご

用達茶屋での湯葉料理、そして、最終日には昨年創立１０２周年を迎

える宝塚歌劇団の講演を本場宝塚大劇場にて観劇するフィナーレ

となっております。 
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女
性
部
の
『
お
も
て
な
し
』 

 
 

煮えたかなぁ もう少しかなぁ 

どんなときに歌うのですか？ 
主に寺の行事で歌います。例えば葬

式・法事・花祭り水子供養祭・お盆・

お彼岸・落成式・成道会・涅槃会な

どです。各地の供養祭でも歌います。 

涅
槃
会
に
参
加
し
て 沢

渡 

早
坂
妙
子 

 

立
春
も
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
大
雪
に

な
り
、
時
々
雪
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
し

て
お
り
ま
し
た
。 

御
詠
歌
の
透
き
通
る
声
が
響
き
心
に

静
か
な
時
が
流
れ
ま
し
た
。 

二
月
十
五
日
は
お
釈
迦
様
の
ご
命
日

で
す
。 

最
後
の
お
亡
く
な
り
に
な
る
様
子
が

描
か
れ
た
「
涅
槃
図
」
に
周
り
に
は
嘆
き

悲
し
み
沢
山
の
人
々
、
鬼
や
動
物
、
木
ま

で
、
そ
し
て
、
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
若

く
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
お
母
様

が
八
十
歳
に
な
っ
た
わ
が
子
を
救
お
う

と
薬
壺
を
手
に
雲
に
乗
り
、
駆
け
つ
け
て

く
る
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

お
顔
は
と
て
も
深
い
安
ら
ぎ
の
中
で

満
足
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

私
は
、
お
釈
迦
様
の
よ
う
に
人
生
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
精
一
杯
過
ご
す
こ

と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

局
不
安
の
ま
ま
…
。 

そ
れ
で
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

お
か
わ
り
し
て
下
さ
る
人
も
居
て
、
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。 

会
員
皆
様
の
奈
良
漬
、
た
く
あ
ん
漬
、

わ
ら
び
、
又
、
お
茶
、
果
物
、
茶
菓
子
も

用
意
し
て
頂
き
、
ゆ
っ
た
り
と
心
穏
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
日
で
し
た
。 

ご
協
力
、
ご
支
援
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

坐禅で集中力アップ 

 

女
性
部
長 

浅
井
房
枝  

二
月
十
四
日
午
後
、
本
堂
に
お
い
て
涅

槃
会
、
写
経
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
私

達
女
性
部
は
、
今
年
も
法
要
終
了
後
の
懇

親
会
で
、
お
汁
粉
、
お
漬
物
を
用
意
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

も
ち
米
は
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
地

元
産
を
寄
贈
頂
き
、
小
豆
は
御
住
職
が
京

都
亀
岡
産
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 お

汁
粉
用
の
餅
は
、
の
し
餅
に
し
、
切

っ
て
焼
い
て
入
れ
る
と
時
間
が
か
か
り

大
変
で
し
た
の
で
、
今
年
は
、
当
日
午
前

中
に
つ
い
た
餅
を
温
め
て
お
き
柔
ら
か

な
餅
を
入
れ
て
作
り
ま
し
た
。 

小
豆
の
甘
さ
は
、
砂
糖
と
塩
加
減
が
微

妙
で
、
何
回
も
味
見
し
ま
し
た
が
、
結 
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お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、

榧
ノ
木
も
十
号
を
発
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

青
壮
年
部
女
性
部
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
、
私
達
広
報
部
も
活

動
が
あ
る
た
び
に
取
材
を
し
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
の
寄

稿
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
本
号
ま
で

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

行
事
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
い
つ
も
楽
し
そ
う
さ
れ
て
い

る
姿
と
、
新
た
な
発
見
や
体
験
を

し
て
自
己
研
鑚
を
積
ま
れ
成
長
し

て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。 

是
非
、
み
な
さ
ん
も
青
壮
年
部

女
性
部
の
活
動
に
参
加
く
だ
さ

い
。 

広
報
部 

部 

長 

鶉
橋
初
雄 

副
部
長 

佐
藤 

彰 

部 

員 

小
川
弘
吉 

早
坂
妙
子 

浅
井
明
美 

浅
野
澄
江 

相
澤
敏
晴 

 

◎
３
月

日
（
日
） 

境
内
墓
地
掃
除 

◎
３
月

日
（
水
） 

役
員
会 

◎
５
月

日
（
月
） 

降
誕
会
・〔
花
祭
り
〕
子
育
て
水

子
地
蔵
祭
り
・
妙
心
寺
派
巡
教
師

に
よ
る
法
話 

発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一
‐
三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二
‐
三
四
五
‐
二
〇
六
三 

今
後
の
行
事
予
定 

 

花
園
会
員
災
害
見
舞
金 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
献
金
お
か
げ
さ
ま
献
金 

 八
志
田
地
区 

堀
籠 

京
子 

様 

写
経
会
に
参
加
し
て 

吉
川
絹
枝 

去
る
二
月
十
四
日
禪
興
寺
本
堂
に
お
い

て
、
研
修
日
の
行
事
で
あ
り
ま
す
「
写
経

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
涅
槃

会
と
併
せ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
事
も
あ

り
総
代
長
始
め
二
十
九
名
と
大
勢
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
「
延
命
十
句

観
音
経
」
と
い
う
経
文
と
写
仏
を
写
経
い

た
し
ま
し
た
。
字
を
な
ぞ
っ
て
書
く
と
は

い
え
普
段
筆
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
手

が
震
え
て
難
し
い
も
の
で
す
。
で
も
写
経

は
祈
り
の
実
践
、
習
字
で
は
な
い
の
で

「
上
手
な
字
」
は
必
要
な
い
そ
う
で
す
。 

一
文
字
、
一
文
字
を
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
心

を
込
め
て
文
字
を
書
き
写
し
て
い
く
こ

と
で
自
然
に
筆
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。 

最
近
、
写
経
に
は
色
々
な
効
用
が
あ
る
よ

う
で
特
に
認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
で

あ
る
こ
と
を
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
（
何
か
の
本
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
）
多
忙
な
現
代
社
会
に
生

き
る
私
達
だ
か
ら
こ
そ
写
経
を
通
じ
て

無
心
に
な
り
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

無心になれる写経と写仏を一度経験あれ！ 

三法印御功徳ペタン 


